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兵庫県氷 L町においては,昭和33年来保健医療言|・画が着実にすすめられており,母子栄養センター

での活動,結核撲滅運動を中心として,栄養改善への努力が町ぐるみで遂行されつつある。

近年,所得水準の向上が食生活面に質的な変化をもたらし,殊に,獣鳥肉類
0油脂類・予L類・卵類

等の食品の伸びは目覚ましく,米飯中心の従来の食形態から脱皮 しつつある。

ところが反面において,嗜好食品の伸びにもあらわれているように,奢移的食事傾向がみられ,ま

たインスタント食品:・ 外食などに見られる食事の簡素化への要求も高まりつつある。このことが,ま

た新 しい栄養欠陥の問題を誘発するのではないか。そこで,消費者世帯と生産者世帯とは,既述の通

り,栄養改善面においてやや異質の問題を含蓄 しているの  〔T。 1〕 世帯主の労働力状態
および産業別人口

ではなかろうか。往々に生産者 世帯 を中心とする地域で

は,消費革命の悪弊に到る前段階の問題をもつものと考え  (昭和65年 10月調べ,総理府統計局)

食品・栄養摂取状況に関する研究
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37年の栄養状態を比較し,栄養改善運動が食生活構造にど 1甘 II林 業 (狩猟)1   122
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調査期日 昭和37年 7月 ll日 ～13に1の 3日 間。     1世 lx電 気,ガ ス,水 道 1   651
調査対象氷上町中央区の概略を述べると,氷上町は,昭 1帯 IⅥ サ _ ビ ス 業 1,8671

|

和30年に五つの町村が合併してできた町である。中央区は | I ⅢI公      警 1   421端雰類不能の産翼| ¬

9641

3併11詈塗馨色彗ふ為革曇I[霧雷榎讐テ
暉1脚 に|     |

調査対象として氷上町中央区の 100陛帯 を無 作意抽出 1甘す11で1甲々争2■童
し,回 収 率 87%を 得,延人員 437平均家族数は 5人であ |[基圭:ミ

ノ」

Jノ了

ヽ̀〕 ド

ト

る。世帯主の業態別人員構成は第 2表に示す通りである。 | 一一―_____一 ―――ヒ_____

奥

藤

豊

l   i            [      1趙「
~~~~笙

菖 ~

lill:Iiう J;二
の後あ変銑暮比豪検討する二点が

        曇      ::

一- 22 -一



調査方法 特別食物摂取に変化のある日を避け,な るべく普
通の状態の連続した 3日 間を選び,その食事を採取法により調

査したものである。第 3表及び第 4表の様式の調査用紙を配布

し,調査員20名が平均 4～ 5世帯lЦ当した。調査員はその期間

中担当世帯を見廻 り,記入状況点検ならびに適切な指導を行っ

たものである。調査の様式は,厚生省国民栄養調査の様式に準
じ,家族摂取総量を純摂取量 として記入し,そ の際食品 g数め

やす表を配布し,g数の正確を期した。

集計方法 3日 間の食品純摂取量を家族総量にもとづいて累
計し,業態別A～ Eの 5段階に分類し累計した。栄養量算出は ,

食品標準成分表 (日 本栄養士会編集のもの)を使用し,素材料

1靭 別 分 類
1世
帯 数

|■4軒群■|
IB.兼 業 者 世 帯 |

〔T。 2〕

世 帯 主業態別分類

22

21Ce商 業 者 世 帯 |

D.工 業 者 世 帯 |

E.勤 労 者 世

の持つ栄養価を算出し,調理にょる損失は考慮しないことにした。また,蛋 自質,カ ロリーにおいて

は,成人換算率を算出したものである。換算率の算定にあたっては,各世帯員の年令別 0性別・労作

111
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別により,「 日本人熱量および蛋 |:1質成人換算表」

および「労働強度別職業分類表Jを サll tヽ てη:出 した f

〔Fig。  1〕 栄 養 摂 取 1lt
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3。 調  査  結 果

a.栄養摂取状況の概略
国民 1人 1日 当 りの栄養基準量を 100と した

場合の対比で,当地区の栄養摂取状況を比較す

ると,第 1図の通 りである。Ca,VoA,VoBl,

V・B2等が不足しており,それに対 し,摂取状 100
況の良いものは,蛋 自質,Fe,VeC等 である。

しかし,ビ タミン類は調理による損失が大きく

その損失をそれぞれ,V.A,10%.V.Bl,30%.
V・B2,20%.V.C,50%。 と考えるならば,V.C
は決して多く摂取されていない。当地区におい

てなされるその調理法にも関連 した問題であ

る。従ってビタミン類摂取については,今後の

改善とその対策が要請される。

b.食 品群別にみた摂取量の推移
食品群別にその摂取量の年次推移を見ると,その伸びの著るしく大きい食 lll lllと 逆に減少してい

るものに分けることができる。これを昭和33年を 100と した指数で示したものが,第 2図であ
る。すなわち,乳類,385と 極 めて高

い伸びを示し,獣 鳥 肉類,263,野菜

類,209である。次いで,豆類 ,190,

卵類,185,果実類,175,芋類,167,

油脂,H9,の順序で伸びて いる。こ
れ′に対し,174和33年の摂取量を下廻る

ものは,米類,79, 麦類,83,海藻
類,4,魚 介類,98,砂糖,13,等で
ある。このように穀類が減少し,それ

にひきかえ動物性食品 0野菜類が大幅

に伸びたことは,食糧構成の面で,質

的な向上があったと考えられる。これ

を国民栄養調査においても同様に,昭

和33年を100と して,その指数 で推移

を見ると,国民栄養調査では果実類 ,

157で最も伸びが多く, 次いで卵類 ,

乳類,獣鳥肉類,油脂類がわずかの伸

びを示すのみで,全体的に 4年間の伸

び|よ ,当地区に比較して低調である。

これらの比較より,氷上町の場合国民

栄養調査に比較して,芋類,野菜類の

伸びが大きいことに対して,海藻,砂
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糖の伸びが少ない点である。この伸びを平均値で見るならば,国民栄養調査 HOに対し,氷上町

は155の伸び率を示している。

では,何故このように顕著な伸びを氷上町は示したのであろうか。これを裏づける要因につい

ては,氷上町は,昭和33年度より結核管理センターの設置,な らびに高度の医療活動体制を確立

し,住民の保健衛生教育を重視して来た。また健康増進と病気のない町づくりを目標にし,母子
センターでの年 3回の母子衛生教育ならびに年平均 5回の栄養講習など健康増進の一環として,

栄養教育が展開されたものである。これらの活動は住民の栄養意識を高揚し,食事態度や食習慣

に新しい指針を与えたものと思われるQ

C.食 品 群 別 摂 取 量
国民栄養調査の穀類摂取構成では,米の占める割合は70%であるにたいし,当地区では85%と

高率を示し,次いで麺類の 7%,パ ン類の 6%と なる。これより米への依存度が依然として高い
ことが伺える。なお,生産者世帯においてはまだ麦飯の習慣がかなり残されていることは望まし

いことである。 (第 5表)以下 (第 6表)に示す。

〔T.6〕 食 品 群 別 摂 取 量 (単位=g)

“
栄

群口Ш食群食 1巽雲畢暑1氷 上町|
|
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肉
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緑 黄 野 菜 類

野 菜 類

※氷上町における摂取量の特に多いもの

芋類一摂取量 も多く,特に季節柄 じゃがいもが多くなっており,よ いビタミンC源である点は

望ましい。このことは,生産地の特色が生かされよい傾向である。

砂糖・油脂類―油脂は生産者世帯より消費者世帯における摂取量の方 が 多 くなっている。ま

た,植物油としての摂取が大部分を占め,バ ター・マーガリン等は比較的少なく皆無の世帯が多
い。砂糖の摂取は,国民栄養調査のた程度で極めて少ない。

豆類一大豆製品として,豆腐・油揚げなどが頻度・量共に多い。国民栄養調査に比較し,わず
か下廻 り生産地の特色は見られない。手近かな資源をより簡便な方法で食卓にのせる研究がなさ

れなければならない。

魚介類一国民栄養調査を若干 L廻 り,生鮮魚70%,ち くわ 0て んぷら 0ソ ーセージ等の練製品
が20%,残 り7%が干魚である。生鮮魚もいか 0あ じなど203の食品に限られ,その食品数が
乏しく決してぜいたくなものではない。

獣鳥肉類一その主体をなすものは,牛肉およびその加工品である。肉類の摂取法では一度に食

類実
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する量が多く,何度にも分けて平均に使 う方法がとられていない点は改めなければならないのま

た摂取量にも多い世帯と皆無の隣帯と世帯差が大きく見られる点もその摂取状況を物語る一つの

|し貞向として捉えることが出来る。

卵類―手近かな食品として各世帯とも平均して多量に摂取している。国民栄養調査と比較して

多く生産地の特色が表われていることはよい傾向である。

乳類一国民栄養調査に比較して多く,生産者世帯の特色があらわれている。

野菜類―緑黄野菜は極めて少なく,生産地であるだけに一そう改善が望まれる。では,何故生

産地であるにもかかわらず,野菜類の摂取が少ないのであろうか。この理由として考えられるこ

とは,給源不足,野菜を軽視する食習慣ならびに野菜摂取に対する認識不足等種々の要因が考え

られるが,その摂取状況を見ると品日が南瓜・人参のごく僅かの食品に限られている点が指摘さ

れる。従って,野菜給源の確保が先決問題であり,訓
。
画栽培による給源の質と量の改善がいっそ

う要請される。淡色野菜も同様その種類がきうり・なす 。玉葱等でばっかりどっさり主義の傾向

を示し,使用品目が限定されている点が指摘される。

果実類一時期柄 トマ トの摂取が多く望ましいが,季節的変動の多いものだけに他の季節の果実
の摂取に考慮が払われねばならない。次に,各栄養素別にその食品構成を眺めてみよう。

熱量は第 7表に示すように,熱量の栄養素別構成は,総カロリー 100と した場合糖質の占める

比率が71%と 高く,油脂カロリー 0蛋自カロリーは依然として少ない。澱粉を中心とした食形態

の脱皮は依然として難しt′ 。ヽ

〔T.7〕   熱量の栄養素別構成 (単位=%)  〔T.8〕   熱量の摂取構成 (単位=%)

〔T。 9〕   蛋白質の摂取構成 (単位=%) 〔T。 10〕  ビタミンAの摂取構成 (単位=%)

蛋自質は第 9表に示すように,国民栄養調査においては穀類よりの比率が最も高率を示してい

るが,当地区においては動物性食品よりの比率が高 く,全蛋自質中に占める害」合は43%であり,

動物性食品摂取の割合が高い。しかし大豆食品は,農村地帯であるにもかかわらず僅少で,改善

の余地が残されている。

脂肪は,油脂としての摂取よりも,動物性食品よりの比率が国民栄養調査に比較し,逆 に多く

なっている。このように油脂が食事にとり入れられる頻度や量が少なく,油月旨の摂取については

さらに適切な指導が望まれる。

カルシウムは,全力/L/ン ウム中動物性食品よりの比率が45%を 占め,次 いで豆類・野菜類と国

民栄養調査のllm位 と同様である。ビタミンAは ,第 10表に示す通 り当地区においては,植物性食

品からカロチンとし摂取したものが85%と 高率を占め動物性食品のうちでも V.Aの豊富な食品
の摂取が望まれる。

ビタミンBlは ,穀類より46%と なり, 次いで野菜 0果実類より23%, 動物性食品より18%,

芋類10%,豆類 2%で あり,こ れは国民栄養調査 と同順位である。ことに ∵i類 か らの比率が高
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く,豆類よりの比率が低いのが特徴をなしてい
〔T。 11〕 ビタミンB■の摂取構成 (単位=%)

〔T。 16〕  ビタミンCの摂取構成 (単位=%)

タミンCは ことに芋類からの比率が高い点が特徴である。 (第 13表 )

〔T.12〕  ビタミンB2の摂取構成 (単位=%)

d.疾 病 状 況 の推 移
兵庫県民生部国民健康保険課統計による国民健康 保 険受診状況について昭和

33年運動当初と

昭和36年のそれを比較すると第 14表の通 りである。比較的罹患率の高い疾病のうち,その減少に

5%の危険率で有意差の認められるものは,気管支炎,急性鼻1因頭炎,下痢および腸炎,視器の

疾患 ^脚気,ア レルギー疾患,心臓病などである。これら
の原 因に は諸々の要因が考えられる

が,罹感率に減少傾向のみられる点は,栄養の向上と相侯って望ましい方向に向いつつあると考

えてよい。

氷 上 町 疾 病 状 況 の 推 移〔T e14〕

急 性 鼻 咽 頭 炎

ァ レ ル ギ ー 疾 患

受診件数 総件数比 受診件数
昭 和 J孵詈循揺昭 和 66年

6。 2%|▲ - 5。 8

272 ▲ 一

▲ 一

▲ 一

125

視 器 の 疾 患

その他の神経系疾患

咽頭及び扁桃腺疾患

症圧血一局

気脚

その他の皮膚病疾患
~ミ

勒 Lゴム今 186 31

50

そ の 他 の 心 臓 病

その他の消化器系の

69

156

1.6

5.1
患  |

_墾___生___■J____1二L__
疾

▲有意差のあるもの

-27-



3.総

兵庫県氷 L郡氷上町における栄養摂取状況ならびに疾病状況の推移を調査した結果を要約すれば,

次のようである。

1.昭和37年の栄養摂取状況は,栄養基準量と比較した結果,蛋 自質,鉄,VeCは 多く, カルシ
ウム,V.A,VoBl,V.B2,は 不足している。
2。 食品別摂取量の推移は,昭和33年を100と した昭和37年の比率で見ると,獣鳥肉類 263, 乳類
385,野菜類209,豆類190,卵 類185,果実類175,油 脂H9,芋類 167と かなりの伸びを示し,反
面米類73,麦類84,海藻56,魚介類98,秒糖13等 と減少したものもあり,平均伸び率は 150で あ
る。

この間の国民栄養調査の伸び率は,HOであり,氷上町は150で ある故食品摂取量はかなり大幅
に伸びている。ことに動物性食品,野菜類,果実類が大幅に伸びたことは,栄養的にもかなり質
的な向 上lが見られたと言える。

3。 これらの伸びをもたらす背景となった要因については,農村経済の発展およびマスコミを通 じ
ての消費革命など当然考えられるが,当町における昭和β3年度よりの,保健衛生運動の一環とし

ての栄養改善運動が活渡に推進された結果に負うところも大きいと推察される。

4。 食品群別摂取量をみると,生産者世帯の特色が生かされている ものは芋類,卵類,乳製品等
で,豆類,緑黄色野菜,淡色野菜等の摂取量の少ないことは,生産者世帯として一考を要する間
題である。

5。 「可民保険受診状況より見た,F4Jltt β3イ 11と 昭和36年の推移は,罹患率の多い疾病に気管支炎,急
性鼻llN頭炎,下辣iお よび腸炎,視器の疾患,脚気,ア レルギー疾患,心臓病などに,減少が認め

られる。これらの原因には諸々の要因が考えられるが,栄養状態の向上も見逃がせない一要因と

考えられる。

今後の対策として,ま ず野菜類の計画的な自家栽培により,その質と量を高めビタミン源の不

足状態から立ち直ること。また,豆類乳類など手近かな資源の開発につとめ,広範囲な利用法を

考え,生産地の産物を生かした改善運動が期待される。また農村地域には,食品の摂取品1目 0利

用法にかなりの||[111差 がみられ,こ の点については筒一層の改善が望まれるので更に研究を続け

る予定である。

最後に,本調査にあたり,神戸女学院大学雀部教授のご教示を賜 り柏原高等学校菊沢教諭はじ
め氷上町の皆様のご協力に深 く謝意を表する。
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